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■研究の背景

　高い信頼性が求められる分野のソフトウェア開発では、ソフトウェアの要求仕様や設計を形

式的に記述し、数学的検証技法や検査ツールによって不具合の検証を行う形式手法（Formal 

Method）と呼ばれる手法が注目されています。しかし、数学的専門知識が必要である事、入手可

能な技術情報が少ない事などから、技術導入があまり進んでいないのが現状です。そこで、企業

の開発現場への形式手法導入の準備作業として、主要な形式手法に関する調査と技術者教育を行

いました。

■研究の要点

１．現在用いられている主な形式手法と関連する支援ツールの調査

２．組込み制御分野を対象とした研修教材の開発

３．開発要員向け教育の試行

■研究の成果

１．形式手法の一つであるBメソッドとその支援ツールに関して、調査と試用を行いました。ま

た、他の手法（VDM, Z記法など）との比較検討を行いました。

２．組込み制御分野を想定した研修教材（自動車のドアロック制御など）を開発しました。

３．企業の開発要員を対象として、手法と支援ツール活用に関する教育を実施しました。その結

果、現場技術者にも十分習得可能との結論を得ました。
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